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酸29年度受講生を募集
◆開講期間 29年５月～30年２月

◆実施場所 水沢地区センターほか

◆対象者 市内在住の65歳未満（振興会推薦者は年齢不問）

◆定員 30人（定員になり次第受け付け終了）

◆受講料 無料（交流会などで自己負担あり）

◆申込方法 受講申込書（市ホームページ、本庁地域づ

くり推進課、各総合支所総務企画課で配布）に必要事

項を記入の上、下記申込先まで提出

◆募集締め切り ４月28日鞘

開講式５月11日

年
度
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
予
定
）

29
各種講座（６回程度）
地域づくりの手順と手法、ワークショップの基礎・実

践、地域資源の活用法、奥州市のまちづくり施策 など

５～７月

事例紹介（奥州市社会福祉協議会おうしゅうソー
シャルキャンプとの共催）

６・８月

地域課題解決のための実践活動（アクションプ
ログラム）地域課題解決に向けたアイデアを受講生
が考え、地域自治組織やＮＰＯなどと協働で実践

８～12月

活動発表１月下旬

修了式２月下旬

※講座は平日夜間（午後７時～９時）開催予定

酸28年度アカデミーが終了
地域の自治組織やＮＰＯなどの市民団体を発展

させ「協働のまちづくり」の担い手となる地域リー

ダーを育成する市協働のまちづくりアカデミー。

平成28年度のアカデミーは、市内若者団体の事例

発表など計12回の各種講座と３班に分かれてのア

クションプログラムの実践を行いました。

３月21日に行われた修了式では、修了生19人に

小沢昌記市長から修了証を手渡し、そのうち講座

などに７割以上出席した12人を「精勤賞」として

表彰しました。修了生は地域リーダーとしての自

覚と決意に目を輝かせていました。

担当課補助金額（円）総事業費（円）事業名団体名

【チャレンジコース】
教育委員会事務
局歴史遺産課

100,000116,000水文化遺産旧穴山堰継承事業
水文化遺産旧穴山堰を
語り継ぐ会

本庁子ども・家
庭課

100,000155,000
Naturalmindbuild
カラダ×ココロづくり交流会

地いき 楽しく
アイビーナ

【ステップアップコース】
本庁商業観光課300,000971,440田んぼアート事業田んぼアート実行委員会

本庁政策企画課300,000430,000水源地域カヌー振興事業奥州カヌー愛好会

教育委員会事務
局歴史遺産課

300,000461,000
後藤新平生誕160年記念事業
「次世代につなぐ先人の精神」

後藤新平顕彰会

教育委員会事務
局歴史遺産課

300,000430,000
高野長英顕彰「長英の夢と人
生」発刊

高野長英顕彰会

本庁生涯学習ス
ポーツ課

300,000501,600
ＪＦＡグリーンプロジェクト
in奥州

特定非営利活動法人
シチズンスポーツ奥州

本庁商業観光課300,000585,000いす―１ＧＰ 奥州えさし大会岩谷堂商店街連合会

■29年度市民提案型協働支援事業補助金（第１回審査分）認定事業一覧

酸
市
民
提
案
型
協
働
支
援
事
業
補
助
金

年
度
市
民
提
案
型
協
働
支
援
事
業
の

29
第
１
回
審
査
分
に
は
、

団
体
か
ら
事
業

10

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。「
協
働
の
提
案

テ
ー
ブ
ル
」
で
話
し
合
い
を
行
い
、
そ
の

後
、
市
民
公
益
活
動
団
体
支
援
事
業
審
査

会
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
事
業
審
査
の

結
果
、
下
表
の
８
事
業
を
認
定
し
ま
し
た
。

酸
第
２
回
審
査
分
提
案
事
業
の
募
集

◆
提
案
の
受
け
付
け

５
月

日
鐘
ま
で

10

◆
協
働
の
提
案
テ
ー
ブ
ル

５
月
下
旬

◆
審
査
会
開
催

６
月
上
旬

◆
補
助
金
交
付
決
定
・
事
業
実
施

７
月
上
旬

◆
申
込
先

本
庁
地
域
づ
く
り
推
進
課
市

民
活
動
係
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

（
メ
イ
プ
ル
地
下
察
鰻
4
2
0
0
）

地域リーダーを育成する 協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりアアアアアアアアアアカカカカカカカカカカデデデデデデデデデデミミミミミミミミミミ協働のまちづくりアカデミーーーーーーーーーーー

チャレンジコース
発足５年以内の団体（実行委員会除く）

が新規で行う公益事業が対象（１団体

２回まで）・10/10以内（上限10万円）

■補助金コース・補助率

コラボレーションコース
複数団体（活動実績１年以上）が協働

して行う公益事業が対象（１事業２

回まで）・４/５以内（上限20万円）

ステップアップコース
ＮＰＯ、事業者、実行委員会などが行

う公益事業が対象（１団体原則３回

まで）・３/４以内（上限30万円）

◆問い合わせ・申込先 本庁地域づくり推進課

（江刺総合支所・内線324、鯖営7466、糸chiikidukuri@city.oshu.iwate.jp、〒023-1192※住所記載不要）
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い
ざ
！
胆
沢
中
へ

い
ざ
！
胆
沢
中
へ
！！

在校生、保護者、卒業生それぞれが思い出の校舎に惜別（小山中学校閉校式）

南都田中学校では閉校記念碑が除幕菊池俊二若柳中学校長より校旗が返納 各校とも歴代学校長などに感謝状を贈呈

３
月

日
か
ら

日
に
か
け
て
胆
沢
区
内
３
中
学
校
で
閉
校
式
が

19

20

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
集
ま
っ
た
生
徒
や
教
職
員
、
歴
代
卒
業
生
ら

は

年
分
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
、
思
い
出
の
い
っ
ぱ
い

70
詰
ま
っ
た
母
校
に
別
れ
を
告
げ
、
校
歌
を
熱
く
斉
唱
。
新
た
な
旅
立

ち
に
想
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

３
月

日
、
胆
沢
区
内
３
中
学

19

校
の
先
陣
を
切
っ
て
若
柳
中
学
校

の
閉
校
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
や
地
域
住
民
ら
２
０
０
人
が

出
席
す
る
中
、
生
徒
全
員
が
一
斉

に
出
席
者
が
い
る
後
方
に
向
き
を

変
え
「
お
別
れ
の
言
葉
」
を
伝
え

ま
し
た
。
高
橋
美
翔
さ
ん
（
３
年
）

み

と

は
「

年
若
柳
の
子
ど
も
た
ち
を

70

見
守
り
、
育
ん
で
く
れ
た
若
柳
中

へ
の
感
謝
を
伝
え
る
た
め
、
私
た

ち
の
声
を
校
舎
に
響
か
せ
た
い
」

と
口
火
を
切
り
、
生
徒
全
員
が
力

い
っ
ぱ
い
の
合
唱
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

同
日
開
催
さ
れ
た
南
都
田
中
学

校
閉
校
式
に
は
３
２
０
人
が
出
席
。

閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
菅
野
拓
人
く
ん
（
２
年
）

は
「
思
い
出
の
校
舎
と
は
今
日
で

お
別
れ
で
す
。
こ
の
記
念
碑
と
と

も
に
南
都
田
中
で
学
ん
だ
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
歩
ん
で
い

き
た
い
」
と
閉
じ
ゆ
く
校
舎
へ
の

思
い
を
語
り
ま
し
た
。

３
月

日
に
は
小
山
中
学
校
が

20

閉
校
式
を
開
催
。
３
５
０
人
の
出

席
者
が
見
守
る
中
、
関
向
正
俊
校

長
は
「
多
く
の
卒
業
生
、
地
域
の

情
熱
で
築
き
上
げ
て
き
た
小
山
中

の
伝
統
は
『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』
の

言
葉
と
と
も
に
新
生
胆
沢
中
へ
受

け
継
が
れ
、
前
を
目
指
し
て
最
善

を
尽
く
す
と
い
う
気
風
を
醸
成
す

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

ど
の
中
学
校
で
も
在
校
生
そ
し

て
地
域
の
人
々
は
、
古
き
校
舎
へ

の
惜
別
の
思
い
と
と
も
に
、
新
た

な
船
出
へ
の
期
待
感
に
胸
を
膨
ら

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

17 広報おうしゅう




